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　目的　今･種類。螢光増白刻。イース､トi-対す^影響乞、イーストの生有阻害と｡生化学的

作甲磯橋の働画から研免した。

　方法、肇充増白剤、ス千ルベヽン誘導体（FBA-1 ）、勺てリン誘導体（FBか2）、ピラゾ
丿ン誘導体（i:BA-3）､すフ今･Iイミド誘導体（F朗作）によ-, て、イースト（供試血、

ふ・山r叫む･scm心ae）が生貧阻善乞受する程度乞、眼光光度法で調へ･応。また、イースト中
のステロりレを量を&C－M刹こよって、チトクロ削節奪類、コ/り酸脱冰専反響の活性

乞、吸光光度法|こよって測定した。

　銘果　FBA-1 は、イーストの生嫡t強く租吉したが、ｲｾ。蛍光則tケししか生庸阻害包

示さなｶしit。胴ヽ生|こよる生有阻害は、イーストのステローIし生合成の阻害や電ろ一伝左

系酷素の阻害乙良い相関を示した。即ち、FB/＼-iは、イースト・生色威経路lこ却ﾅ５－連

のステロりし類(71うち、ラ／ステC］－ル、ザイモステローIL-.フェコス子ロー･し等、ステ
ロール生合成経路・初期の段階。ステ・一/L量乞着加之せだのに対し生合成。後期の段

階。ステロりし（エヒ?ス子ロづレ、エ･しゴステロづし等）と著しく減少さｰせた。一方、電

孚伝達系ヒ関与寸る叫）台手トフロムc^^元晴毒、μapph 千トクo Ac嵐元晴妻、手トクロ

ム乙酸化酵奏、コハワ酸脱永､希酵素1乱いずれぞ. FBA-11- よって｡阻害された。が刄飽細

ステロりレの'±成はぱ、電孚伝達系で生成さ剱うOり叫零であるに飢でいるので、木研

哭の結果ぱ、螢光増白創かイ一又目こ作用し、電ふ伝胤系藤牒乞阻害するこりこよっX.
ステロー/し生合取か･阻害され忘こし乞示唆している。
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